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遅延や帯域幅、エラーのないデータ伝送

など、車内通信に対する要求はそれに応

じて高まっています。私たちは、カーエ

レクトロニクスの現在および将来の課題

に対応し、新しい革新的な道を切り開く

ための信頼できるパートナーです。私た

ちは、品質と効率を向上させるために、

信頼性が高くユースケースに最適化され

たソリューションでお客様をサポートし

ます。特に、車両のライフサイクル全体

にわたって、場所に依存しないスケーラ

ブルな診断が可能です。

ニュースレターでは当社の診断・検査ソ

リューションのさらなる発展の概要をお

伝えしています。

本年後半も、皆様と共に成功の道を歩め
ることを楽しみにしております！

Markus Ste elbauer
Head of Product Management

DEAR READERS

モビリティ産業はかつてないほど変化の
渦中にある。政治や社会は、安全で環境
にやさしく持続可能なモビリティのため
のソリューションを求めており、デジタ
ル化や自動運転だけでなく、ネイティ
ブ・ドライブの重要性を増しています。
自動車はますますパワフルになり、それ
に応じて処理能力も要求されるようにな
りました。その結果、エネルギー供
給の面だけでなく、情報の流通の面
でも、ネットワークにおける新たな
トポロジーが生まれています。

SOFTING SDE 
あらゆる診断ユースケースを可能にするパワフ
ルな診断サーバ

車両の診断は単なるトレンドではありません： 新しいアプリ
ケーションを可能にし、その結果、コストの削減と並行しなが
ら品質を向上させることができます。ここで重要なのは、テス
トシステムに統合された診断システムが、SOTA、クラウド診
断、リモートエンジニアリングなどの新しいユースケースにも
使用されることです。これによるメリットは、追加の管理作業
が不要、データとコンフィギュレーションの再利用、評価方法
を変える必要がないことです。Softing SDEは当初から、ツール
内、クラウド内、車両内など、あらゆるユースケースを想定し
て設計されています。高性能診断システムはプラットフォーム
に依存しないため、車両のライフサイクル全体を通して効率的
な診断を行うのに理想的です。車載用には、製造工場や修理工
場のテスターと同じように、高度に最適化されたODXランタイム
データが使用されます。このため、ECUを無線で更新すること
は、車両の健康状態と同様に簡単に実装でき、フォルトメモリ
情報の継続的な読み出しが必要です。これにより、1台の車両を
モニターするだけでなく、車両全体の品質を保護することも可
能になります。

UPCOMING EVENTS

September 12-14, 2023 
Indianapolis, IN, USA 
SAE On-Board Diagnostics  
Symposium Americas

September 19-21, 2023 
Schaumburg, IL, USA 
SAE COMVEC™

AUTOMOTIVE NEWS
EDITION JUNE 2023
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Further information: 
automotive.softing.com/sde

▲ �Fig.: Stand-alone diagnostics and remote applications 
with Softing SDE in the vehicle
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https://automotive.softing.com/products/softing-sde.html
https://automotive.softing.com/service/events.html
https://www.gailogic.co.jp/di/diag_tool/sde


SOFTING DTS.MONACO QUICKTEST 
デバイスの識別とフォルトチェックの
文書化

テスト・ユニットの特定とフォルト・メモリーの読み出しは、

製品ライフサイクル全体を通じて繰り返される時間のかかる作

業です。HiL、テストベンチ、車両を問わず、異なるバージョ

ンとフォルトメモリのエントリを取得し、テストシーケンスご

とに文書化する必要があります。シンプルで直感的な操作とプ

ロセスの安全な文書化は、この点で非常に重要です。

エンジニアリング・テスターSofting DTS monacoに統合され

たQuicktest機能により、識別および故障レポートの生成と保

存が可能になります。Quicktestは、DUTの識別と故障メモリ

の読み出しをサポートし、可能性のある問題を迅速かつ確実

に特定します。

設定可能なインターフェイス は、さまざまなDUTへのワールド

ワイドなアクセスを可能にし、場所や時間にとらわれない効率

的なテスト実行を可能にします。

ECU、テストベンチ、車両のいずれにおいても、製品のライフサ

イクル全体を通じて反復的な作業を効率的に行うことができま

す。プロセスの信頼性は、Softing SDEに統合されたシーケンス

ロジックを使用するエンジニアリングテスターによって達成さ

れます。さらに、Softing DTS.monacoは、XML ファイル形式に

よる信頼性の高いドキュメンテーションの作成とアーカイブを

サポートしています。これにより、エンジニアは貴重な時間を

節約し、テスト結果の分析などの重要な作業に集中することが

できます。SSofting DTS.monacoは、複数のテスト環境に柔軟に

対応し、様々なプロトコルと標準規格をサポートしすることで

Quicktestのスムーズな実行を保証します。これにより、エンジ

ニアはテスト エージェントが必要なすべてのテストに合格し、

優れた機能を備えていることを確認できます。

▲ Fig.: The Quicktest function enables efficient test execution and documentation
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Further information: 
automotive.softing.com/dts-monaco

https://automotive.softing.com/products/softing-dts/softing-dtsmonaco.html
https://www.gailogic.co.jp/di/diag_tool/monaco9


▲ �Fig.: Remote Expert Support integrated in Softing TDX

SOFTING TDX
リモート診断によりどこでもエキスパート診断
が可能なパワフルなアフターセールステスター

現代の自動車は、データとソフトウェア主導の開発により、ます

ますダイナミックになっています。ここしばらくの間 "車両シ

ステムの境界 "を超えて機能が実現されるようになっていま

す。新しい車両 のアーキテクチャでは、メンテナンスと修理の
プロセスもますます複雑になっています。これらは修理工場と

モバイルイル・サービス・チームの双方にとって非常に大きな

課題となります。現場の整備士や技術者は最新のメンテナンスと

修理の手順については、不十分なツールや、プロセス、トレーニ

ング不足などいろいろな要因のため必ずしもアップデートされて

いるとは限りません。T車両の故障原因の効率的な検知と修復

は、適切な専門知識と高度な専門知識なしでは不可能といえま

す。そして 熟練工不足が深刻化することは、この困難な状況に

おいて、非常に重要な問題です。

リモート・エキスパート・サポートは、必要とされるも

のと現地で利用可能な専門知識との間の大きなギャップ

を埋める方法です。 それは企業のプロセスをより効率的

にし 、アフターセールスにおけるサービス指向のビジネ

スモデルを確立し、費用のかかる出張を避け、時間と費

用を大幅に節約するこにつながります。これにより、アフ

ターセールスにおける協力体制が大幅に強化され、技術的な問

題を解決することができます。

車両に携わるサービス技術者は、エキスパートとバーチャ

ルコンタクトを確立し、遠くからでも指示を得ることがで

きます。このサポートにより、可能性のある故障、特に複雑な

問題の原因をより迅速に突き止め改善することができます。エ

キスパートによるサポートは 修理に出すか交換に出すかの決

断を下す際にも役立ち、より安価な方法の提案やアドバイスを

受けることができます。ECUパラメータ設定 やソフトウェ

ア・アップデートなど、現場の担当者が対応できない作業も、

安全上の理由から遠隔地のエキスパートが実施することができ

ます。トレーニングセッションやワークショップは、診断ソ

リューションを使用したリモート形式で直接参加することもで

きます。

リモートエキスパートサポートは、すでにSofting TDX診断テ

スターに統合されています。Softing TDXは革新的なメンテナ

ンスと修理のプロセスやシーケンス さらに、修理指示書、分

解図面や修理中のビデオなどの追加情報を提供することで、

サービス技術者をサポートします。これらは個々の状況に応じ

て

てツールに直接表示されます。急速に変化する状況に応じて、

常にアフターセールスソリューションを最新の状態に保つこと

が重要です。クラウドベースのアプローチにより、Softing 

TDXは常にこれを保証します。
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Further information: 
automotive.softing.com/tdx

https://automotive.softing.com/products/softing-tdx.html
https://www.gailogic.co.jp/di/diag_tool/tdx_studio
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Further information: 
automotive.softing.com/ 
vehicle-manufacturing-of-the-future

NEW DIAGNOSTIC INTERFACE VIN|ING 800 　CAN/
FD対応のユニバーサルで堅牢なVCI　

診断インターフェイスVIN|ING 800は、CAN/FDのための最先端の

ハードウェア設計と、万全の耐衝撃性、非常に魅力的な価格を

兼ね備えています。1つのCANインターフェースを必要とする多

くのサービスアプリケーションにとって、このデバイスは無駄

がなく、同時にアプリケーションから車両への強力なインター

フェースを提供する完璧な選択です。VIN|ING 800は、車両シス

テムの開発における通信タスクを効率的に解決するためにも使

用できます。

このVCIはプログラミングインターフェースとしてCANレイヤー2 

APIを持ち、多くのCANアプリケーションに対応する強力な通信メ

カニズムを提供します。VCI上のローカルバッファリングとプリ

プロセッシングにより、高性能が実現され、PCのタイムクリティ

カルなタスクが削減されます。標準化されたプログラミングイン

ターフェースとしてオプションのDPDU APIは、Diagnostics on 

CAN (ISO 15765)やUDS (ISO 14229)などの車両プロトコルとの強

力なマルチチャンネル通信メカニズムをアプリケーションに提供

します。また、ISO 22900 (MVCI)に準拠した診断システムへの統

合も可能です。

VIN|ING 800とユニバーサルなサービステスターSofting TDXの

組み合わせは、最適に調整されたソリューションです。 

車両へのラベリングやコネクターなど、お客様のご要望に応じ

た仕様も可能です。

Further information: 
automotive.softing.com/vining-800

SMARTPHONES AS VEHICLE  
COMMUNICATION INTERFACES
今後の車両製造にもE/E

近年、自動車におけるソフトウェアの重要性は著しく高まって

おり、コード行数は1億行以上に増加しています。最新の車両

およびバックエンドアーキテクチャは、すでに導入されている

IoTアーキテクチャとの融合が進んでいます。 その結果、より

多くの確立されたIT標準や技術が、車両開発に導入されるよう

になりましたが、複雑で異種なE/Eアーキテクチャと異なるバ

スシステムにより、自動車業界には特別な課題があるといえま

す。というのも、バスシステムの種類によって、ソフトウェア

更新プロセスの時間が大きく左右されるからです。実績のある

ソフトウェア更新方式を採用した高性能オンボードシステム

は、イーサネット上で最大1GBit/sのデータレートで更新でき

ますが、CANFDなど下流のECUの伝送速度は最大でも8 MBit/s

です。また、対応するユーザーデータレートは、伝送速度に応

じて直線的に増加するわけではありません。そのため、将来の

車両世代のソフトウェアパッケージのサイズが1GBをはるかに

超えることは、非常に大きな課題となります。多くのメーカー

は現在、1,000 MBit/s以上の伝送速度を可能にする代替ソ

リューションをテストしています。なぜなら、特に自動車製造

においては、時は金なりだからです。

▲ �Fig.: The new diagnostic interface VIN|ING 800

したがって、VCIIのハードウェアおよびソフトウェアベースの

能力は、自動車製造における決定的な要因となります。自動車

製造において大規模なソフトウェアパッケージを処理し、強力

なソフトウェアプロセスを実装できるようにするため、自動車

業界はセントラルデータソースとクラウド技術を用いた製造の

デジタル化を目指しています。スマートフォンは高性能CPU、

大容量メモリ、高速ハードウェア・インターフェース、実績の

あるワイヤレス・データ伝送技術を備えているためVCIとして

のスマートフォン使用について検討がされています。

既存のCAN/FDバスシステムに接続するためのペリフェラルや、

車載イーサネットおよびDoIP用のインターフェイスを備えたス

マートフォンを使用することで、製造現場において手頃な価格

で高性能を実現することができます。SSoftingによる最初の実

装は、この方法が機能し、ソフトウェア更新の速度を大幅に向

上できることを示しています。

For more information, please read our specialist 
article “E/E in Future Vehicle Manufacturing”FILE-LINES

https://automotive.softing.com/fileadmin/sof-files/pdf/ae/articles/2023/2304_Huethig_Automobil-Elektronik_Softing_Automotive_E_E_in_the_Vehicle_Manufacturing_of_the_Future_EN.pdf
https://automotive.softing.com/products/vehicle-communication-interfaces/vining-family/vining-800.html


SOFTING TCS  
テスターのためのテスト – リグレッションテス
トを簡単に

現代の自動車はさまざまなバリエーションによって特徴付けら

れ、それはさまざまな組み立て状態と組み合わされたソフトウェ

ア構成によって示されます。また、寿命が延びるにつれて動作が

変更された新しいバージョンのソフトウェアが登場するため、バ

リエーションも増加します。テスト・ルーチンを適合させる必要

があるため、これらの事実はいずれも診断テスターに反映されま
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す。テスターは、顧客が運用するすべてのバリアントをサポート
しなければなりません。つまり、テスターの既存の機能が新しい
実装によって損なわれないことを保証しなければなりません。リ
グレッションテストは不可欠です。しかし実際には、すべての車
両バリアントをすべてのソフトウエア・バリアントでテストでき
るようにしておくことは事実上不可能です。

シミュレーション情報をファイルに保存する診断シミュレーショ

ンがその解決策です。Softing TCSは、このようなシミュレーショ

ンを実通信で提供します。シミュレーションファイルは、プログ

ラムシーケンス内でシミュレーションデバイスにロードすること

ができ、「テスターのテスト」を自動化するコンテキストで開始

することができます。また、通信パラメータを変更することで、

テスターの正しい動作を検証することも可能です。シミュレー

ション・ファイルは、保存スペースをあまり必要とせず、一元的

に保存されます。最も簡単な方法は、リグレッションテスト中

に、新しいバリアントがテスターにリリースされる間の通信ト

レースを記録することで作成することです。このトレースは、ボ

タンを押すだけで完全に自動的にシミュレーションに変換され、

リグレッション・テストに利用できます。特殊なケースでは手動

処理も可能です。

▲ Fig.: Configurable diagnostic simulation with Softing TCS

Further information: 
automotive.softing.com/tcs

 








 



















1.	 Test creation system
2.	 Test sequence system (with test, diagnostics and IOmodule)
3.	 Fault simulation (F-SIM)
4.	 Diagnostic VCI (if required)

テストは使いやすいインターフェースで設定され、自動テスト

を開始することもできます。設定に必要なのは、ECUピンアサ

イン（XLSXまたはXML形式）とECU診断オーサリング（ODX）だ

けです。

IO診断テスターを使用すると、ECUのIOフォルトを系統的かつ

自動的にテストでき、いつでも再現できます。  これにより、

診断に必要な実装品質を大幅に高速化できます。

▲ Fig.: Concept of the ECU IO diagnostic tester

VCI
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Configuration

More Projects:
automotive.softing.com/projects

ENVELOPE
Further information:
engineering.solutions@softing.com

https://automotive.softing.com/products/simulation-and-measurement/softing-tcs.html
https://automotive.softing.com/projects
mailto:engineering.solutions%40softing.com?subject=
https://www.gailogic.co.jp/di/diag_tool/tcs
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TELEMATICS IN FLEET MANAGEMENT  　　　　　
フリート管理の課題に対するソリューション

商用車両を効率的かつコスト的に管理することは困難で

す。GlobalmatiX社のテレマティクスシステムを統合すること

で、これらの問題を解決し管理作業を大幅に簡素化することが

できます。このシステムは、車両管理における3つの中心的な課

題を克服することを可能にします：

1.  透明性と制御： 全車両の位置をリアルタイムで把握できるた

め、フリートマネージャーは車両の位置や移動状況を常に把

握することができます。その結果、車両の積極的な制御、効

率的なルートプランニング、車両使用の最適化が可能になり

ます。

2.  運転コストと燃料消費： 運転行動データは、省エネ運転を

促進するために燃料消費量の分析に利用できます。これによ

り、燃料費が削減され、消耗部品の保守・修理費用が削減さ

れます。

3.  メンテナンス不良とダウンタイム ：車両の状態をリアルタ

イムで監視することで、メンテナンスの必要性や潜在的な損

傷を早期に発見することができます。これにより、予定外の

ダウンタイムが削減され、車両効率が向上します。

GlobalmatiX社のテレマティクスソリューションにより、フリー

トマネージャーは小規模フリートから大規模フリートまで必要

な概要を常に把握することができます。 
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▲ �Fig.: Keeping an overview of the entire fleet with the help of vehicle data, 
GPS signal and the telematics portal GPSgate

INTERVIEW PAPER 
自動車診断における品質向上と効率アップのた
めの標準化

オストファリア応用科学大学 車両システム・サービス技術研究
所長のDr. Goß教授（オストファリア応用科学大学車両システ

ム・サービス技術研究所長）に、車両エレクトロニクスの現在

の発展と診断標準化への影響についてお話を伺いました。この

業界専門家とのミーティングから生まれたインタビューペー

パーは、実務における貴重な洞察を提供し、車両診断における

標準化がいかに長期的に品質と効率を大幅に向上させるかを示

しています。ぜひ読んでみてください。（近日中に日本語をご

用意します。)

Further information: 
automotive.softing.com/ 
interview-standardization

Just scan the  
QR code to  
download the  
interview paper!

EXPERTISE WITH TRAINING SESSIONS: DISCOVER 
OUR EXTENSIVE RANGE OF TRAINING SESSIONS

You quickly want to learn all about vehicle diagnostics, ECU communi­
cation, flash programming, or the OTX and ODX standards – without 
having to spend too much time studying long and dry standards? Our 
training team will provide you with the necessary knowledge and bring 
you completely up to date with all the latest technological details in 
practical training courses & workshops.

Further information  
and dates:
automotive.softing.com/
training

1000台以上の車両であれば、車両のブランド、製造年、モータ

リゼーションを問わないので、フリート管理は効率的かつ安価

でシンプルなものとなります。

Further information: 
en.globalmatix.com

TelematiX Day – Information and registration at: 
en.globalmatix.com/telematix-dayCALENDAR-CHECK

 TELEMATICS | SERVICE

https://automotive.softing.com/
https://www.linkedin.com/company/softing-automotive
https://twitter.com/SoftingAE
https://www.youtube.com/SOFTINGAutomotive
https://automotive.softing.com/
https://automotive.softing.com/fileadmin/sof-files/pdf/ae/interviews/2023_Softing_Automotive_Standardization_in_Vehicle_Diagnostics_Interview_EN_WEB.pdf
https://automotive.softing.com/service/training.html
https://en.globalmatix.com
https://en.globalmatix.com/telematix-day



